
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

年度
2026

2
0
2
6
年
2
月
20
日（
金
）、
長
崎
市
平
安

閣
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
に
お
い
て
、
2
0
2
6

年
度
労
働
者
福
祉
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
定

期
総
会
を
各
県
労
福
協
・
連
合
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
会
・
九
州
労
働
金
庫
・
沖
縄
県
労
働

金
庫
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
九
州
統
括

本
部
よ
り
56
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
石
本
幹
事（
熊
本
県
労
福
協
専
務
理

事
）の
開
会
挨
拶
の
後
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
を
代
表
し
て
岩
永
会
長
、
来
賓
３
名（
中
央

労
福
協
・
佐
保
事
務
局
長
、
長
崎
県
産
業
労

働
部
政
策
監
・
石
田
氏
、
連
合
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
会
代
表
幹
事
・
吉
村
氏
）の
方
々
よ
り

2
0
2
6
年
2
月
20
日（
金
）、
長
崎
市
平
安

閣
サ
ン
プ
リ
エ
ー
ル
に
お
い
て
、
2
0
2
6

年
度
労
働
者
福
祉
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
定

期
総
会
を
各
県
労
福
協
・
連
合
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
会
・
九
州
労
働
金
庫
・
沖
縄
県
労
働

金
庫
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
九
州
統
括

本
部
よ
り
56
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
石
本
幹
事（
熊
本
県
労
福
協
専
務
理

事
）の
開
会
挨
拶
の
後
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
を
代
表
し
て
岩
永
会
長
、
来
賓
３
名（
中
央

労
福
協
・
佐
保
事
務
局
長
、
長
崎
県
産
業
労

働
部
政
策
監
・
石
田
氏
、
連
合
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
会
代
表
幹
事
・
吉
村
氏
）の
方
々
よ
り

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
案
は
、
第
1
号
議
案「
2
0
2
5
年
度
活

動
報
告
」、
第
2
号
議
案「
2
0
2
5
年
度
会

計
決
算
報
告
・
同
監
査
報
告
お
よ
び

2
0
2
5
年
度
一
般
会
計
収
支
差
額
処
分

（
案
）」、
第
3
号
議
案「
2
0
2
6
年
度
活
動

方
針（
案
）」、
第
4
号
議
案「
2
0
2
6
年
度

予
算（
案
）」に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
春
季
生
活
闘
争
に
大
幅
な
賃

金
ア
ッ
プ
な
ど
明
る
い
傾
向
も
一
部
見
ら
れ

る
も
の
の
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
端
を
発
し

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
料
の
高
騰
に
続
き
、
円

安
に
よ
る
多
く
の
日
常
品
が
高
騰
し
て
い
ま

す
。
賃
金
ア
ッ
プ
を
上
回
る
物
価
の
高
騰
は
、

実
質
賃
金
の
目
減
り
と
し
て
困
窮
生
活
世
帯

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
格
差
の
拡
大

や
社
会
の
分
断
を
招
き
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
」社
会
の
実
現
に
不
可
欠
な
社
会
的
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
性
が
改
め
て
浮
き
彫

り
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
南
部
労
福
協
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
私
た
ち
に
で
き
る
活
動

を
模
索
し
な
が
ら「
労
働
運
動
、
労
働
者
福
祉

運
動
の
理
念
・
歴
史
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」

「
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
集
会
」を
柱
と
し
た
教

育
研
修
を
開
催
し
、
ま
た
、
中
央
労
福
協
と

一
体
と
な
っ
た
全
国
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
自
治
体
要
請
、

共
助
拡
大
な
ど
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
運
動
の
在
り
方
な
ど
真
摯
に
議

論
を
行
い
、
健
全
な
組
織
運
営
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

南
部
労
福
協
に
結
集
す
る
す
べ
て
の
団
体

が
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

と
も
に
運
動
す
る
主
体
と
し
て
、
支
え
合
い
・

助
け
合
い
を
職
場
・
地
域
に
根
付
か
せ
て
い

く
た
め
の
行
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
確
認
し

合
い
、
最
後
に
、
麻
生
幹
事（
大
分
県
労
福
協

専
務
理
事
）の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。
中
央
会
と
し
て
も
、
統
一

行
動
、
人
材
育
成
、
組
織
活
動
を
さ
ら
に
連

携
し
て
実
践
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
定
期
総
会
終
了
後
、
長
崎
県
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
・
宮
﨑
直
子
所
長

に
よ
る「
男
女
平
等
の
歴
史
と
今
後
に
つ
い
て

（
1
．
社
会
の
現
状
、
2
．
男
女
共
同
参
画
と

は
、
3
．
わ
た
し
た
ち
が
わ
た
し
た
ち
く
生

き
ら
れ
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し

て
）」と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

連合九ブロ代表幹事
吉村氏

中央労福協
佐保事務局長

南部ブロック
椎山事務局長

長崎県産業労働部政策監
石田氏

南部ブロック
岩永会長

石本幹事（熊本）

麻生幹事（大分）

県男女共同参画センター
宮﨑直子所長
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九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
・

　
　
　
　

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
！

第22回2
0
2
6
年
2
月
2
日（
月
）、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル

シ
テ
ィ
宮
崎
に
て
、『
第
22
回
九
州
ろ
う
き
ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
宮
崎
県
労
働
金
庫
時
代
か
ら

『
サ
ク
ラ
咲
け
！
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
と
し
て
開
催
し
て

き
た
も
の
で
あ
り
、
通
算
で
は
26
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
的
は
、
福
祉
金
融
の
一
環

と
し
て
、
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
等
を
対
象
に
、
助
成
金
を
拠
出
し
そ
の
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
日
々
の
業
務
で
預
金
と

し
て
結
集
し
た〝
労
働
者
の
大
切
な
お
金
〞
を〝
労

働
者
の
生
活
の
た
め
の
お
金
〞
と
し
て
融
資
し
、

そ
の
収
益
の
一
部
が
こ
う
し
た
活
動
に
還
元
さ
れ

て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
甲
斐
本
部
長
か
ら
、「
本
助
成
事

業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
預
金『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
』
か
ら
の
寄
付
金
と
九
州
労
働
金
庫
か
ら
の
拠

出
金
を
財
源
に
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
の
目
標
に
該
当
し
、

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
活
動
に
ご
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
金
融
の
枠
組
み
で
は
届
か
な
い
社
会

的
課
題
の
解
決
に
、《
ろ
う
き
ん
》
と
し
て
少
し
で

も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
想
い
か

ら
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

九
州
全
体
で
1
，
4
3
0
団
体
に
総
額
３
億
21
百

万
円
助
成
し
て
き
た
。
今
年
度
、
宮
崎
県
本
部
で

は
、
21
団
体
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
、
継
続
助
成

１
団
体
を
含
め
、
７
団
体
に
総
額
1
7
0
万
円
を

助
成
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
日
本
を
は
じ
め
世
界
に

目
を
向
け
る
と
、
大
規
模
な
自
然
災
害
や
今
な
お

続
く
紛
争
等
、
社
会
情
勢
が
不
安
定
と
な
っ
て
い

る
。
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
で
、
明
る
く
共
に
暮
ら
し

や
す
い
社
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。《
ろ
う
き

ん
》
も
、
設
立
の
理
念
で
あ
る『
人
々
が
喜
び
を

持
っ
て
共
生
で
き
る
社
会
づ
く
り
』
に
向
け
、
引

き
続
き
、
努
力
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
2
0
2
4
年
度
の
助
成
団
体
か
ら
活

動
報
告
を
受
け
、
各
団
体
や
代
表
者
の
皆
さ
ん
が
、

ど
う
い
っ
た
想
い
で
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
展
開
し

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
と
て
も
想
い

が
強
い
な
か
で
の
活
動
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
2
0
2
5
年
度
助
成
団
体
に
対
し
甲

斐
本
部
長
か
ら
目
録
を
贈
呈
後
、
各
団
体
の
代
表

者
よ
り
一
言
ず
つ
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
審
査
委
員
会
を
代
表
し
て
、
辻
審
査
委

員
長
よ
り
、
ま
ず
2
0
2
4
年
度
助
成
団
体
の
報

告
を
受
け
、
各
団
体
の
取
り
組
み
へ

の
感
想
や
社
会
的
意
義
等
に
つ
い
て

示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
2
5

年
度
の
選
考
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的

な
経
過
に
つ
い
て
共
有
さ
れ
る
と
と

も
に
、
選
考
の
悩
ま
し
さ
に
つ
い
て

も
お
話
を
い
た
だ
き
、
講
評
と
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
閉
会
に
あ
た
り
出
水
審

査
委
員
よ
り
、「
こ
の
助
成
の
取
り

組
み
は
、
当
時
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
取
り
組
み
に
対
し

《
ろ
う
き
ん
》
の
助
成
を
受
け
、
県
内

各
地
に
桜
の
よ
う
に
咲
き
拡
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

《
ろ
う
き
ん
》
の
職
員
の
皆
さ
ん
、
支
援
団
体
の
皆

さ
ん
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
一
人
ひ
と
り
の
お
金

が
こ
う
し
た
助
成
に
繋
が
っ
て
い
る
。《
ろ
う
き

ん
》
は
株
式
会
社
で
は
な
い
。
一
人
ひ
と
り
の
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
金
融
機
関
で

あ
り
、
営
利
の
た
め
に
運
営
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
に
感
動
を
覚
え
る
。
ぜ
ひ
、
様
々
な
人

に
、《
ろ
う
き
ん
》の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
欲
し
い
。

宮
崎
県
内
全
域
に
、《
ろ
う
き
ん
》
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成

団
体
が
桜
吹
雪
の
よ
う
に
舞
い
上
が
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
」と
挨
拶
さ
れ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

《
ろ
う
き
ん
》
は
、
引
き
続
き
協
同
組
織
の
福
祉

金
融
機
関
と
し
て
、
宮
崎
の
地
域
課
題
に
向
き
合

う
想
い
を
共
有
し
、「
働
く
人
・
地
域
・
ろ
う
き
ん
」

が
一
体
と
な
り
、
宮
崎
の
未
来
の
た
め
に
人
と
人

が
つ
な
が
る
機
会
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

目録贈呈の様子

受賞団体と審査委員会

2 L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



2
月
28
日
、
春
季
生
活
闘
争
総
決
起
集
会
・

ア
ピ
ー
ル
デ
モ
を
行
い
、
約
5
0
0
名
が
結

集
し
ま
し
た
。
今
春
闘
は
、〝
賃
上
げ
が
あ

た
り
ま
え
の
社
会
〞
を
実
現
す
る
、
正
念
場

で
す
。
私
た
ち
は
、
格
差
是
正
を
強
く
意
識

し
な
が
ら
、
す
べ
て
の
働
く
仲
間
の
生
活

向
上
を
め
ざ
し
、
結
果
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

い
ま
こ
そ
、
労
働
組
合
の
出
番
で
す
。
労
働

組
合
の
存
在
意
義
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
、
労

働
組
合
に
集
う
仲
間
の
輪
を
社
会
に
広
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

連
合
宮
崎
は
最
後
の
最
後
ま
で
闘
い
抜
く

こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　

2
月
16
日
、
賃

上
げ
を
主
た
る

テ
ー
マ
と
し
た
地

方
版
政
労
使
会
議

が
開
催
さ
れ
、
連

合
宮
崎
吉
岡
会
長

が
、①
重
点
支
援

地
方
交
付
金
は
、

地
方
公
共
団
体
を

通
じ
て
商
品
券
な

ど
生
活
者
支
援
を

中
心
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。
事
業
者

支
援
に
つ
い
て
も
、
特
に
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
賃
上
げ
環
境
の
整
備
に
資
す
る
形
で
活
用

さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
、
す
べ
て
の
地
域
に
お

い
て
、
積
極
的
な
利
用
を
促
す
こ
と
を
お
願
い
し

た
い
。②
物
価
高
が
続
く
中
で「
値
上
げ
は
悪
で
あ

る
」
と
い
う
意
識
は

依
然
と
し
て
根
強
く

残
っ
て
い
る
。「
良

い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

に
は
適
正
な
価
格
が

つ
き
、
そ
れ
が
結
果

と
し
て
日
本
の
経
済

成
長
に
つ
な
が
る
」

と
い
う
認
識
を
官
民

全
体
で
社
会
に
広
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。

こ
だ
わ
ろ
う
！
く
ら
し
の
向
上
　
ひ
ろ
げ
よ
う
！
仲
間
の
輪

2026

連
合
宮
崎 

春
季
生
活
闘
争

地
方
版
政
労
使
会
議

地方版政労使会議②

宮崎市別府町3‐9 労働福祉会館4階  0985‐26‐4649連合宮崎

くらしの
  向上！

フード連合の取り組み
（大坪議長）

自動車総連の取り組み
（土居議長）

連合宮崎の取り組み
（白﨑事務局長）

主催者代表挨拶
（吉岡会長）

アピールデモ模様② アピールデモ模様①

アピールデモ模様⑤ アピールデモ模様③

総決起集会模様①総決起集会模様②アピールデモ模様④

地方版政労使会議①
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九州ろうきんは、労働金庫法に基づき設立された勤労者のための福祉金融機関です。
つながる あした、ひろがる みらい
●ローンセンター宮崎  （0985）26-9207　 ●延岡支店【融資部門】  （0982）35-6657　 ●日南支店  （0987）23-3191
●宮崎県庁支店　　（0985）29-4141　 ●都城支店【融資部門】  （0986）23-2257　 ●小林支店  （0984）23-1000
●高鍋支店　　　　（0983）23-0740　 ●日向支店　　　　　  （0982）52-6131　 ●西都支店  （0983）43-1212
●高千穂支店　　　（0982）72-6111　 ●宮崎市役所出張所　  （0985）26-3906

ろうきんと自治体との融資制度　ろうきんと自治体との融資制度　
～ハッピーライフローンのご案内～～ハッピーライフローンのご案内～

ろうきんでは、中小企業にお勤めの方の生活安定と福祉向上を目的とした低金利の融資制度を設けています。

お申込いただける方 中小企業労働者の範囲
以下を全て満たす個人の方
●原則として県内に１年以上居住し、かつ県内の
　同一中小企業に1年以上勤務されている方。
●安定継続した年収が150万円以上の方。
●18歳以上で最終返済時の年齢が81歳未満の方。
●当金庫指定の保証機関の保証が得られる方。

※その他、学校法人、社会福祉法人等の公益法人、協同組合、労働組合など常用雇用する
　勤労者が 100 人以下の場合も融資対象となります。

※融資の決定については九州ろうきんの審査があります。

一定の条件を満たす方は、初年度に限りご融資
金額の1.0％(最高20,000円）の利子補給がご
ざいます。単年度の利子補給は、中央会が定め
た額とし、総額に達し次第受付を終了します。

企業の種類

卸　売　業
小　売　業
サービス業
その他の事業

資本金の額又は出資金の総額
1億円以下

5,000万円以下
5,000万円以下
3億円以下

常時雇用する勤労者数
100人以下
50人以下
100人以下
300人以下

いずれかに該当している企業

中央会

利子補給制度あり！
〈(一社)宮崎県労働者福祉団体中央会〉

限度額
返済期間

お使いみち

医療、災害復旧、冠婚葬祭等に
よる生活費の支出を補填する
ために一時的に必要な資金。
※家具、耐久消費財の購入費用
は融資対象。レジャー、趣味の費
用、借換資金は取扱い不可。

高等学校、中等教育学校の後
期課程、大学、高等専門学校、
専修学校等、並びに学校教育
法に準ずる施設として知事が
認める施設に修学する子供の
教育に必要な資金。

教育資金
500万円以内

10年以内（最長4年の元金据置可）

生活資金
100万円以内
5年以内
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宮﨑中央会では、公益事業として、例年介護職員初任者研修（旧ホーム
ヘルパー２級）を実施しています。2025年度については、旧ヘルパー 2
級講座も含めて11回目の開講となり、テキスト代込受講料20,000円
で受講生募集を行いました。
研修は、2025年9月4日から2025年11月27日の修了評価まで計
13回（毎週木曜日）実施しました。
今年度の受講者は6名で、通学形式（90.5時間）と通信形式（39.5時間）
で計130時間を実施し受講者全員が修了評価（最終試験）を無事合格、新
しく介護職員初任者の資格を取得されました。
今、2050年問題が迫る中で、介護職員の確保は喫緊の課題となっています。今回資格を取得された6名
の皆さんには、研修で学んだことを介護の現場で生かして、自覚をもって働き活躍してくれるものと思います。

介護職員初任者研修閉講式を開催しました!!介護職員初任者研修閉講式を開催しました!!2025年度2025年度

9月4日開講式であいさつする中原会長 演習の様子

閉講式での集合写真（前列・会長と講師陣）

修了証明書授与式

介護で困ったら！！　全労済在宅介護サービスセンターへ介護で困ったら！！　全労済在宅介護サービスセンターへ

全労済在宅介護サービスセンターみやざきのケアマネジャー・
ヘルパーが助け合いの精神で介護サービスをご提供します。

全労済在宅介護サービスセンターみやざき TEL0985（20）0556（月～金　9時～18時）

電話でお気軽に

ご相談ください。
突然訪れることもある家族の介護。
何をすべきか？　　どこに相談するのか？

介護に関するご相談にお応えし、介護保
険サービスを受けるための申請をお手伝
いし、ケアプランを作成します。

居宅
介護支援

ホームヘルパーがお客さま宅へ訪問し、
入浴、排せつ、食事などの介護をサポー
トします。

訪問介護
サービス

障害者総合支援法に基づき、ホームヘル
パーがお客さま宅へ訪問し、入浴、排せ
つ、食事などの介護をサポートします。

障がい
福祉
サービス

ご利用者の要望にお応えし、どなたでも
ご利用できる生活支援サービスです。
（全額自己負担）

暮らしサポート
サービス
（保険外）

サ
ー
ビ
ス
内
容
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自
民
党
が
衆
議
院
で
三
分
の
二
以
上

の
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、「
そ
れ
っ

て
私
た
ち
労
働
者
に
ど
ん
な
関
係
が
あ

る
の
？
」
と
感
じ
た
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
々
の
仕
事
や
生

活
に
追
わ
れ
て
い
る
と
、
政
治
の
話
は

ど
う
し
て
も
遠
く
感
じ
が
ち
で
す
。
し

か
し
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
結
果

は
私
た
ち
の
働
き
方
や
暮
ら
し
に
少
な

か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。

三
分
の
二
以
上
の
議
席
を
持
つ
と
い

う
こ
と
は
、
法
律
を
ス
ム
ー
ズ
に
成
立

さ
せ
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
憲
法

改
正
の
発
議
も
可
能
に
な
る
と
い
う
、

非
常
に
強
い
権
限
を
持
つ
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
政
策
が
早
く
決
ま
る
の
は
一

見
良
い
こ
と
の
よ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
多
様
な
意
見
が
十
分
に

議
論
さ
れ
な
い
ま
ま
物
事
が
進
ん
で
し

ま
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

労
働
者
に
と
っ
て
特
に
関
心
が
高
い

の
は
、
働
き
方
や
雇
用
の
ル
ー
ル
、
社

会
保
障
の
分
野
で
し
ょ
う
。
残
業
時
間

の
規
制
、
非
正
規
雇
用
の
扱
い
、
解
雇

の
し
や
す
さ
、
年
金
や
医
療
制
度
の
見

直
し
な
ど
は
、
政
権
の
考
え
方
次
第
で

大
き
く
方
向
が
変
わ
り
ま
す
。
企
業
の

競
争
力
を
重
視
す
る
政
策
が
進
め
ば
、

成
果
主
義
や
効
率
化
が
強
ま
り
、
現
場

に
し
わ
寄
せ
が
来
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

一
方
で
、
賃
上
げ
の
後
押
し
や
人
手

不
足
対
策
な
ど
、
労
働
環
境
の
改
善
に

つ
な
が
る
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
そ
れ

ら
が
数
字
や
制
度
だ
け
で
終
わ
ら
ず
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
職
場
で
「
実
感

で
き
る
変
化
」
に
な
る
か
ど
う
か
で
す
。

働
く
人
の
声
が
き
ち
ん
と
届
い
て
い
る

か
が
、
政
策
の
評
価
を
分
け
る
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
政
治
は
任
せ
き
り
で

い
い
」
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
関
心

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
選

挙
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
政
策
が
、
誰

の
た
め
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知

り
、
声
を
上
げ
る
こ
と
は
無
駄
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
職
場
や
仲
間
同
士
で
話
題

に
す
る
こ
と
自
体
が
、
働
く
側
の
立
場

を
守
る
第
一
歩
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

三
分
の
二
と
い
う
大
き
な
力
が
、
私
た

ち
働
く
者
の
暮
ら
し
を
守
る
方
向
に
使

わ
れ
る
の
か
ど
う
か
。
選
挙
で
の
投
票

は
、
決
し
て
「
白
紙
委
任
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
動
き
を
、
労
働

者
の
目
線
で
し
っ
か
り
見
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
関
心
や
声
が
積

み
重
な
っ
て
こ
そ
、
政
治
は
現
場
に
根
ざ

し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
身
近
な
問
題
と

し
て
考
え
続
け
る
姿
勢
を
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一
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¥39,000

¥19,000

¥9,000

8,000

��,���
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私
の
推
し
活「
新
庄
剛
志
監
督
」北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
す
。
四
年
前
に
、

新
庄
督
督
が
就
任
し
て
か
ら
監
督
に
興
味
を

持
ち
野
球
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
初
は
、
全
く
ル
ー
ル
が
分
か
ら
ず
ア
ウ

ト
三
つ
で
攻
撃
が
終
わ
る
こ
と
、
３
ス
ト
ラ

イ
ク
で
ア
ウ
ト
に
な
る
こ
と
、
投
手
と
野
手

の
違
い
や
ゲ
ッ
ツ
ー
・
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
等
の

野
球
用
語
も
分
か
ら
ず
夫
に
教
え
て
も
ら
っ

た
。何

度
も
試
合
を
見
る
う
ち
に
、
野
球
の
面

白
さ
に
は
ま
っ
た
。
今
で
は
、
ほ
ぼ
選
手
の

名
前
を
覚
え
選
手
が
髪
を
切
っ
た
こ
と
ま
で

気
付
く
よ
う
に
な
り
、
新
庄
監
督
よ
り
選
手

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
元
々
野
球

好
き
の
夫
も
、
一
緒
に
応
援
し
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
、
夫
婦
の
会
話
も
増
え
野
球
の
話

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

新
庄
監
督
の
好
き
な
所
は
、
ブ
レ
な
い
所

だ
。
選
手
の
名
前
は
呼
び
捨
て
に
し
な
い
。

選
手
を
休
憩
さ
せ
次
の
練
習
に
集
中
さ
せ
る

た
め
の
配
慮
と
し
て
就
任
当
初
か
ら
今
で
も

変
わ
ら
ず
自
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
ン
ボ
掛
け

（
整
備
）を
行
っ
て
い
る
。

新
庄
監
督
の
若
手
を
伸
ば
す
育
成
力
で
、

最
下
位
だ
っ
た
チ
ー
ム
が
二
年
前
か
ら
二
位

に
順
位
を
上
げ
シ
ー
ズ
ン
中
は
毎
日
が
ハ
ラ

ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
で
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
私
の
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

去
年
の
夏
、
福
岡
に
家
族
三
人
で
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
と
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
試
合
を
二
日
間

観
戦
し
た
。

一
日
目
は
、
新
庄
監
督
に
会
え
る
と
思
い

ワ
ク
ワ
ク
し
、
勝
ち
試
合
を
期
待
し
て
い
た

が
首
位
攻
防
戦
の
初
戦
に
敗
れ
残
念
だ
っ
た
。

二
日
目
は
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
応
援
席
で

観
戦
し
、
攻
撃
が
始
ま
る
と
立
ち
上
が
り
応

援
団
長
の
掛
け
声
と
共
に
応
援
、
周
囲
の
熱

量
に
圧
倒
さ
れ
た
。

結
果
は
、
ま
さ
か
の
相
手
に
完
封
勝
利
さ

れ
連
敗
と
な
り
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
。

初
め
て
生
で
試
合
を
見
た
娘
は
、
応
援
席

か
ら
聞
こ
え
た「
新
庄
出
て
こ
い
！
」「
〇
〇

の
球（
た
ま
）、
何
回
見
て
る
ん
だ
！
」と
い

う
ヤ
ジ
だ
け
覚
え
て
帰
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
笑
い
話
だ
。

先
日
、
侍
ジ
ャ
パ
ン
の
宮
崎
キ
ャ
ン
プ
に

行
き
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
伊
藤
投
手
を
間
近

で
見
れ
て
夫
と
大
興
奮
し
た
。

三
月
下
旬
に
、
シ
ー
ズ
ン
が
開
幕
す
る
。
今

年
は
、
日
本
ハ
ム
の
本
拠
地
で
あ
る
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド（
北
海
道
）に
観
戦
に
行
き
た
い
。

今
年
こ
そ
、
リ
ー
グ
優
勝
そ
し
て
日
本
一

を
掴
み
取
っ
て
ほ
し
い
！

宮
崎
か
ら
遠
い
北
海
道
へ
向
け
て
エ
ー
ル

を
送
り
た
い
。
そ
し
て
、
野
球
の
面
白
さ
を

教
え
て
く
れ
た
新
庄
監
督
に「
あ
り
が
と
う
」

と
伝
え
た
い
。

まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。

ライフサポートセンター宮崎
相談員

安樂　渚さん

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

　県では、中小企業にお勤めの方の生活安定と福祉の向上を目的として、低利率の融資制度を設けています。
　県内に１年以上居住し、かつ県内の同一中小企業に１年以上お勤めされているなどの申込条件を満たす方で
あれば、九州労働金庫を通じてご利用いただけます。くわしくは、九州労働金庫ホームページ、または、九州
労働金庫宮崎県内営業店にてご確認ください。

ハッピーライフローンのご案内宮崎県とろうきんの提携融資制度

項目

年率（固定金利）

限度額

返済期間

教育資金

１.６%

５００万円

１０年以内（最長４年の元金据置可）

生活資金

２.４%

１００万円

５年以内

県内の九州労働金庫各支店の窓口で受け付けています。

ローンセンター宮崎（0985）26-9207　宮崎支店（0985）26-9200　延岡支店（0982）35-6657　日南支店（0987）23-3191 

宮 崎 県 庁 支 店（0985）29-4141　都城支店（0986）23-2257　小林支店（0984）23-1000   高鍋支店（0983）23-0740　 

日向支店（0982）52-6131　西都支店（0983）43-1212　高千穂支店(0982)72-6111　宮崎市役所出張所（0985）26-3906

詳細は県HP↑

◇お問合せ先◇

※融資には九州労働金庫の審査があります。また、別途保証料がかかります。
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